
吹田市下水道事業会計

決算の概要

令和2年度（2020年度）
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概 況

（１）下水道使用料に直結する有収水量については、前年度比22万8,712㎥

（0.5％）増の4,336万5,080㎥となりました。

（２）経営状況については、8億6,278万2,805円（税抜）の純利益を計上

しました。

（３）下水道施設の設備投資については、下記のとおり執行しました。

（税込）

ア 管渠建設改良費 11億9,841万7,140円

イ ポンプ場建設改良費 3億5,779万6,880円

ウ 処理場建設改良費 1億3,529万7,189円

エ 流域下水道建設費負担金 1億2,158万2,338円
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下水道使用料と有収水量の推移

市内人口の増加や一般家庭での使用量の増加により、有収水量は増加しています。
しかし、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、企業等の大量使用者の使用量が
減少したため、下水道使用料は減少しています。
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収益的収支（損益計算書）

（１）収 入：92億7,454万0,590円 前年度比 1億6,551万8,062円（ 1.8%）減
（２）支 出：84億1,175万7,785円 同 1,420万7,510円（ 0.2%）増
（３）純利益： 8億6,278万2,805円 同 1億7,972万5,572円（17.2%）減

下水道サービスの提供に関する収支状況
（経営成績）

その他収入 274 その他収入 452

長期前受金戻入

1,717

長期前受金戻入

1,613

他会計負担金

2,766

他会計負担金

2,672

下水道使用料

4,683

下水道使用料

4,537

当期純利益 1,043 当期純利益 863

特別損失 161

特別損失 546

支払利息 743 支払利息 629

減価償却費等

4,158

減価償却費等

3,952

維持管理費

3,335

維持管理費

3,284

収入 収入支出 支出

【R2年度】【R1年度】

（百万円・税抜）
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資本的収支

（１）収 入：25億5,444万1,559円
（２）支 出：54億7,846万9,567円
（３）不足額：29億2,402万8,008円 ※損益勘定留保資金などにより補てん

下水道施設の設備投資に関する収支状況

その他収入 187 その他収入 158

国庫補助金

436

国庫補助金

373

企業債

997

企業債

2,023

不足額

3,865

不足額

2,924

企業債償還金

3,788

企業債償還金

3,664

建設改良費等

1,697

建設改良費等

1,814

収入 収入支出 支出

【R1年度】 【R2年度】

（百万円・税込）
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主な建設改良工事

雨水レベルアップ整備は市域南部の浸水を防ぐため雨水レベ

ルアップ管と分水施設を整備します。中の島・片山工区では、

中の島公園から天道町交番まで約2,700ｍの雨水レベルアップ管

（内径Φ2,800㎜）と8か所の分水施設を整備しており、令和６年

度からの供用開始を予定しています。

吹田市公共下水道事業雨水レベルアップ整備工事中の島・片山工区

No.5分水施設雨水レベルアップ管

工事名 概要 工期

中の島・片山第１工区
雨水レベルアップ管整備
Φ2,800ｍｍ、Ｌ＝2,700ｍ

H28.9.29 ～ R3.9.30

第２工区
分水施設４か所

（No.４、５、６、７）
R 2.5.29 ～ R5.7.31

第３工区
分水施設４か所

（No.１、２、３、８）
R 2.5.29 ～ R5.9.29

No.1分水施設

浸水対策

6



令和2年度 第101～107工区（全7工区）
実施延長：4.1km

対象管径：Φ200mm～Φ500mm

場 所：津雲台・竹見台・桃山台・佐竹台

主な建設改良工事

旧正雀処理区（分流汚水）の大阪府安威川流域下水道への編入に伴

い、高川処理分区の老朽化した汚水管路について、下水道長寿命化計

画に基づく改築工事を行い、雨天時の浸入水対策を行っています。

道路掘削を伴わず、マンホールから材料を挿入し管内部を更新する

「管更生工事」（反転工法・形成工法）を行っています。

吹田市公共下水道事業高川排水区汚水管路改築工事（平成28年度～令和4年度）

管更生工事イメージ図
（反転工法の例）

改築工事対象区域位置図
既設管内部の更生イメージ図

（形成工法の例）

既設管へ
挿入

更生材を
円形に復元

更生材を
圧着し完成

既設管更生材

老朽化対策
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川園ポンプ場の流入
下水中のごみ・石・砂
等を除去するための沈
砂池設備を長寿命化計
画に基づき更新しまし
た。

主な建設改良工事

吹田市川園ポンプ場沈砂池設備工事（平成30年度～令和2年度）

更新前（沈砂掻揚機） 更新後（集砂・揚砂装置）

更新後（コントロールセンター） 更新後（現場操作盤）

吹田市川園ポンプ場沈砂池機械設備工事

吹田市川園ポンプ場沈砂池電気設備工事

老朽化対策
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貸借対照表 期末時点の保有財産の状態（資金の調達状況、運用状況）

流動資産 3,852 流動資産 5,056

無形固定資産ほか

5,134

無形固定資産ほか

4,871

有形固定資産

89,592

有形固定資産

89,648

（資産の部） （資産の部）

剰余金 5,547 剰余金 5,364

資本金 21,746 資本金 23,109

繰延収益

34,032

繰延収益

35,278

流動負債 4,871 流動負債 5,084

固定負債

32,382

固定負債

30,740

（負債・資本の部） （負債・資本の部）

【R2年度】【R1年度】

（百万円）
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キャッシュ･フロー計算書
現金の流れ

（百万円）

（１）業務ＣＦ：本業（下水道の維持管理）の活動による現金の増減
（２）投資ＣＦ：投資（下水道施設の新設や改築など）による現金の増減
（３）財務ＣＦ：資金調達（企業債の発行）と返済による現金の増減 10



企業債残高
設備投資の財源として借り入れた借金残高

509
492

469
453 439

412
397

376
348 331

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

（億円）
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